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本年度の講座実施計画及び目標(講義内容、日程、担当者):  

 

講義 1：講座の説明と、脱植民地後の国としてのアイデンティティ問題 

Soon-ok Myong（博士、文化人類学、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 2：CIS地域とカザフスタンの同時代的考古学調査、 

Zhaken Taimagambetov（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 3：カザフ語へのアラブ-ペルシア語句の影響 

Zhubatova Bayan（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 4：中央アジア、東欧及び東北アジアの地域エネルギー協力と戦略 

Younkyoo Kim（教授、漢陽大学） 

 

講義 5：カザフスタンの多民族状況と宗教の寛容 

Zhakibek Altaev（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 6：カザフのポストモダニスト見解と中央アジアのアイデンティティ 

Beket Nurzhanov（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 7：東アジアの統合 

Kim Youen (教授、漢陽大学、韓国) 

 

講義 8：チュルク語族とカザフの言語アイデンティティ 

Gulnar Nagirova（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 9：シルクロードを通じての宗教的影響 

Pankaj Mohan（教授、韓国学大学院） 

 

講義 10：中央アジアと東アジア関係の歴史的背景 

Lyaila Balakae 准教授、アルファラビ・カザフ国立大) 

 

講義 11：世界の発見：一韓国人の視点から 

Ra Jong Yil（碩座教授、漢陽大学） 

 

講義 12：韓国と中央アジア諸国の関係 

Byong Soon Chun（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 13：文化：グローバリゼーションと周縁化 

Aliya Massalimova（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 14：“ワンアジア共同体”に関するプレゼンテーション・コンテストとレポート評価 

Chun Byong Soon（教授、アルファラビ・カザフ国立大） 

 

講義 15：特別講義 

佐藤洋治（理事長、ワンアジア財団） 

  


